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北毛保健生協組合員現勢
2015年５月末現在

組合員……………… 16,985人●
出資金………………６億7657万円
１人平均出資金…… 39,833円

組合員自身の力で組織を
大きく強くしましょう！

大腸肛門外来（毎週火　午前9：00～12：00 予約は不要です）おしり（肛門など）で何か気になることがあれば、ぜひお気軽に受診して下さい。

群
馬
県
知
事
選

（
７
月
５
日
投
票
）

が
告
示
さ
れ
２
人

の
立
候
補
者
が
出

ま
し
た
。

県
政
も
市
政
も
国
政
が
ス
ト

レ
ー
ト
に
反
映
し
ま
す
。
特
に

社
会
保
障
に
い
た
っ
て
は
、
医

療
・
介
護
、
保
育
制
度
な
ど
の

改
悪
が
生
活
を
大
変
に
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
５
年
度
の
軍
事

予
算
は
４
兆
９
８
０
０
億
円

（
前
年
比
２
％
増
）
で
す
。
国

民
に
消
費
税
増
税
と
社
会
保
障

の
削
減
を
強
要
し
、
生
じ
た
財

源
を
軍
事
費
に
使
う
、
安
倍
政

権
が
進
め
る
軍
事
拡
大
路
線
で

す
。「
戦
争
法
案
ノ
ー
」「
く
ら

し
優
先
県
政
」
こ
そ
多
く
の
国

民
が
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。国
保
税
を
払
え
な
い
世
帯
、

学
校
給
食
費
滞
納
額
の
増
加
、

年
金
掛
け
金
を
年
金
受
給
の
親

が
肩
代
わ
り
し
て
払
っ
て
い
る

家
庭
な
ど
国
民
の
生
活
は
大
変

で
す
。

３
８
０
億
円
も
す
る
「
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
」
の
金
を
福

祉
に
ま
わ
す
運
動
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

渋
川
北
群
馬
で
も
「
憲
法
を

暮
ら
し
に
生
か
す
県
政
の
会
」

連
絡
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
地

域
か
ら
の
運
動
が
大
切
で
す
。

（
有
馬
　
町
田
）

新
病
院
に
ふ
さ
わ
し
い
親
切
で
良
質
な
医
療
・
介
護
の
提
供
を 

北
毛
保
健
生
協
を
強
く
大
き
く 

第54回 
通　常 
総代会 

第
54
回
通
常
総
代
会
は
、
６

月
20
日
午
後
１
時
30
分
よ
り
ア

ネ
ー
リ
渋
川
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
代
出
席
１
４
２
名
、
代

理
出
席
27
名
、
委
任
状
と
併
せ

出
席
率
は
92
・
９
％
で
し
た
。

新
病
院
開
設
後
、
初
の
総
代
会

で
あ
り
Ｍ
Ｒ
Ｉ
脳
ド
ッ
ク
の
開

設
要
望
や
職
員
の
接
遇
問
題
、

送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
な
ど
、

新
病
院
に
対
す
る
期
待
な
ど
積

極
的
な
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

原
発
問
題
で
は
、
群
馬
県
も

低
線
量
被
爆
地
で
あ
り
、
独
自

の
取
組
み
の
必
要
性
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
本
年
度
は
19
期
38
年

に
わ
た
っ
て
、
ご
活
躍
さ
れ
て

き
た
高
野
昭
夫
理
事
長
を
は
じ

め
と
す
る
５
名
の
役
員
の
方
が

退
任
と
な
り
、
新
理
事
長
に
は

中
澤
眞
理
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

会場を埋めた169名の総代のみなさん

憲
法
学
習
講
演
班
会
な
ど
の
組

織
建
設
の
実
践
に
よ
る
支
部
の

発
展
と
、
病
院
の
不
手
際
に
よ

る
組
合
員
脱
退
の
指
摘
な
ど

・
小
澤
秋
夫
総
代（
市
街
地
）：

脳
ド
ッ
ク
補
助
制
度
活
用
、
送

迎
サ
ー
ビ
ス
利
用
条
件
緩
和
、

認
知
症
に
対
す
る
生
協
で
の
方

針
に
つ
い
て
な
ど

・
荒
木
昭
夫
総
代（
金
島
）：

２

号
議
案
に
関
わ
っ
て
北
毛
保
健

生
協
の
理
念
づ
く
り
に
つ
い
て
、

マ
イ
ナ
ス
剰
余
金
計
画
を
減
ら

す
努
力
の
要
望

・
山
田
彬
総
代（
北
橘
）：

東
日

本
大
震
災
福
島
原
発
事
故
に
関

連
し
て
群
馬
に
お
い
て
の
低
被

爆
線
量
の
長
期
的
健
康
被
害

と
、
県
内
に
お
け
る
健
康
調
査

の
要
望

【
議
長
】

唐
澤
崇
子
総
代
・
小
池
直
枝

総
代
（
小
野
上
支
部
）

【
発
言
者
・
要
旨
ま
と
め
】

・
品
川
待
子
総
代（
金
島
）、
嶋

村
さ
ち
総
代（
赤
城
）：

Ｍ
Ｒ
Ｉ

利
用
、『
脳
ド
ッ
ク
』
状
況
に

つ
い
て

・
福
島
由
紀
子
総
代（
金
島
）：

Ｑ
Ｉ
推
進
事
業
に
つ
い
て

・
吉
澤
八
千
代
総
代（
吉
岡
）：

こ
の
間
の
仲
間
ふ
や
し
、増
資
、

初
め
て
の
総
代
会

息
子
が
勤
め
て
い
る
生
協
が

ど
ん
な
と
こ
ろ
か
知
り
た
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
北
毛
保
健
生

協
の
総
代
会
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
内
容
は
一
言
で
言
え

ば
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
生

協
で
は
班
会
活
動
が
重
要
で
あ

る
こ
と
は
わ
か
り
ま
し
た
。
組

合
員
さ
ん
の
活
発
な
班
会
活
動

が
生
協
の
組
織
を
支
え
て
い
る

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

す
が
、
今
回
参
加
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
興
味
が
持
て
た
の
で
、

少
し
ず
つ
活
動
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
赤
城
支
部
　
早
水
　
清
）

通
常
総
代
会
に
参
加
し
て

前
年
度
事
業
・
決
算
・
今
年

度
事
業
計
画
・
予
算
に
関
す
る

第
１
号
・
第
２
号
議
案
は
映
像

を
使
い
分
か
り
易
く
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

第
３
〜
第
５
号
議
案
は
担
当

者
に
よ
る
口
頭
説
明
で
し
た
。

質
疑
と
し
て
Ｍ
Ｒ
Ｉ
使
用
状

況
と
活
用
拡
大
要
望
、
病
院
窓

口
対
応
の
問
題
、支
部
長
待
遇
、

原
発
事
故
後
の
医
療
生
協
の
放

射
能
問
題
の
対
応
、
北
毛
保
健

生
協
理
念
に
つ
い
て
、
今
年
度

経
常
剰
余
金
等
の
質
問
に
対
し

審
議
の
結
果
全
議
案
と
も
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
、
個
人
表
彰
を
受
け
た

方
の
成
功
事
例
発
表
な
ど
に
時

間
が
と
れ
た
ら
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

（
金
島
支
部
　
荒
木
　
昭
夫
）

早
期
に
２
万
人
の
組
合
員
に

地
域
と
の
連
帯
・
共
同
を
発
展
さ
せ
よ
う

参
加
者
か
ら
の
感
想 開会あいさつを行う高野理事長

仲間ふやし個人表彰を受ける島田憲子さん（子持支部）

議長　小池直枝さん（左）、
唐澤祟子さん（右）福島由紀子総代

山田彬総代

吉澤八千代総代

※
尚
、
理
事
長
　
中
澤
眞
理
氏
（
新
）、
副
理
事
長
　
岡
田
薫
氏
（
再
）、
専
務

理
事
　
小
野
厚
氏
（
再
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

理
事

阿
久
澤
　
　
（
豊
　
秋
）

荒
木
　
昭
夫
（
金
　
島
）

石
坂
　
春
子
（
市
街
地
）

猪
俣
　
友
子
（
吉
　
岡
）

大
竹
　
誠
一
（
豊
　
秋
）

岡
田
　
　
薫
（
全
　
体
）

小
澤
　
　
厚
（
全
　
体
）

小
野
　
　
實
（
小
野
上
）

木
暮
　
洋
子
（
赤
　
城
）

後
藤
　
勝
一
（
市
街
地
）

小
林
　
英
喜
（
全
　
体
）

鈴
木
　
由
紀
（
全
　
体
）

諏
訪
　
憲
治
（
全
　
体
）

為
谷
　
章
一
（
北
　
橘
）

千
明
　
和
江
（
全
　
体
）

角
田
　
喜
和
（
赤
　
城
）

中
澤
　
眞
理
（
金
　
島
）

中
澤
　
　
勤
（
市
街
地
）

西
田
　
英
明
（
榛
　
東
）

根
本
　
雅
明
（
全
　
体
）

橋
本
　
真
也
（
全
　
体
）

原
口
　
利
男
（
子
　
持
）

峯
岸
　
高
二
（
子
　
持
）

宮
下
　
歌
子
（
有
　
馬
）

矢
島
　
茂
子
（
半
　
田
）

山
口
　
　
武
（
八
木
原
）

吉
野
　
和
博
（
全
　
体
）

吉
村
多
美
子
（
吉
　
岡
）

監
事

大
谷
　
和
一
（
全
　
体
）

角
田
　
あ
や
（
全
　
体
）

角
田
　
行
生
（
全
　
体
）

堀
地
　
徳
男
（
全
　
体
）

退
任
さ
れ
た
役
員

石
田
　
悦
子
（
豊
　
秋
）

神
辺
　
芳
史
（
伊
香
保
）

高
田
　
清
一
（
全
　
体
）

高
野
　
昭
夫
（
全
　
体
）

福
島
　
幸
江
（
金
　
島
）

新
役
員
紹
介
な
ど 
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検査時間15分でＯＫ。結果は3日で郵送します。 注：朝食を食べずに来院下さい。 問い合わせ先：北毛病院検査室　10279-25-2074》

検
査
科
は
、
一
階
の
中

央
部
分
に
位
置
し
て
お

り
、
ス
タ
ッ
フ
は
７
名
で

す
。
新
病
院
で
検
査
室
は

入
り
組
ん
で
い
る
為
、
中

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
職
場
紹
介
で

は
世
代
交
代
し
た
検
査
機

器
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
ず
は
生
化
学
自
動
分

析
装
置
〔
写
真
①
〕
で
す
。

採
取
し
た
血
液
を
遠
心
分
離

し
、
液
体
部
分
の
み
を
用
い
て

測
定
し
ま
す
。
こ
の
検
査
は
、

肝
・
腎
機
能
だ
け
で
は
な
く
、

脂
質
や
炎
症
反
応
な
ど
沢
山
の

項
目
を
一
度
に
測
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
結
果
が
出
る
ま

で
に
四
十
分
ほ
ど
掛
か
り
ま
す

が
、
今
ま
で
よ
り
も
採
血
量
が

少
量
で
済
む
た
め
、
小
児
な
ど

は
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

次
に
多
項
目
自
動
血
球
分
析

装
置〔
写
真
②
〕で
す
。
血
液
は

放
っ
て
お
く
と
固
ま
り
ま
す
が
、

こ
の
検
査
で
は
、薬
剤
を
混
ぜ

て
凝
固
し
て
い
な
い
血
液（
全

血
）
を
用
い
て
測
定
し
ま
す
。

こ
の
機
器
は
体
腔
液
（
胸
水
・

腹
水
な
ど
）
も
測
定
で
き
る
の

で
、
以
前
よ
り
も
早
く
結
果
が

出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
脳
波
計

〔
写
真
③
〕
も
新
し
く
コ
ン
パ

ク
ト
に
な
り
ま
し
た
。

検
査
室
で
は
他
に
も
多
種
多

様
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
検
査
の
内
容
や
結
果
等
で

疑
問
・
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

遠
慮
な
く
お
声
掛
け
く
だ
さ

い
。（
検
査
科
　
太
田
真
由
美
）

職
場
紹
介
③

検

査

科

〔写真③〕デジタル脳波計

〔写真①〕生化学自動分析装置

〔写真②〕多項目自動血球分析装置

今
年
の
『
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

〜
渋
川
か
ら
歩
く
中
山
道
〜
』

も
あ
と
ひ
と
月
と
な
り
ま
し

た
。
京
都
三
条
大
橋
を
目
指
し

て
！
今
回
は
連
続
参
加
者
の
感

想
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

私
は
仕
事
や
習
い
事
で
忙
し

く
昼
間
は
な
か
な
か
歩
け
ず
に

い
ま
し
た
。

昨
年
、
機
関
紙
編
集
委
員
会

の
友
達
に
誘
わ
れ
こ
の
『
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
渋
川
か
ら
歩
く

中
山
道
│
京
都
三
条
大
橋
ま
で

１
０
５
里
、
60
宿
〜
』
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨

年
は
５
月
か
ら
始
め
、
完
歩
で

き
ま
し
た
。
や
は
り
昼
間
は
忙

し
く
１
０
０
０
歩
が
や
っ
と
、

夕
食
後
５
０
０
０
歩
!!
み
っ
ち

り
歩
き
ま
す
（
約
３
・
５
㎞
）。

最
近
で
は
習
慣
に
な
り
５
０
０

０
歩
は
歩
か
な
い
と
ス
ッ
キ
リ

し
な
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
あ
と
18
宿
、
完
歩
し

て
か
ら
も
寒
く
な
る
10
月
末
ま

で
は
日
々
歩
き
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
半
田
支
部
　
星
野
　
弘
子
）

～渋川から歩く中山道～ 

“健康チャレンジ” “健康チャレンジ” 
～渋川から歩く中山道～ 

Let’s ウォーキング Let’s ウォーキング 

「
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改

革
大
綱
」
で
は
、
社
会
保
障
改

革
の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま

す
。「

患
者
は
病
状
に
合
っ
た
医

療
施
設
、
介
護
施
設
、
さ
ら
に

は
在
宅
へ
と
移
動
が
求
め
ら
れ

る
」
と
し
て
病
床
の
機
能
分
化

と
退
院
患
者
の
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
を
行
う
と
し
て
い
ま

す
。

そ
の
た
め
に
「
効
率
的
か
つ

質
の
高
い
医
療
供
給
体
制
の
構

築
」
と
「
地
域
包
括
ケ
ア
の
構

築
」
を
『
車
の
両
輪
』
と
し
て

す
す
め
て
い
く
。

市
町
村
に
対
し
て
、「
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
」

を
実
施
、介
護
保
険
事
業
か
ら
、

訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を
対
象

外
と
し
て
、
新
た
な
総
合
事
業

に
移
行
す
る
よ
う
に
求
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
渋
川
市
、
吉

岡
町
、
榛
東
村
の
現
状
は
実
施

は
困
難
で
、
３
年
間
の
準
備
期

間
を
も
う
け
具
体
的
実
施
に
と

り
く
む
と
し
て
い
ま
す
。
医
療

福
祉
生
協
で
は
、「
医
療
福
祉

生
協
の
地
域
包
括
ケ
ア
を
め
ざ

し
て
」
を
２
０
１
４
年
９
月
に

決
定
し
、
憲
法
13
条
の
幸
福
追

求
権
や
25
条
の
生
存
権
を
基
礎

に
「
い
の
ち
の
章
典
」
を
具
体

化
し
、「
医
療
生
協
に
加
入
す

る
事
は
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

入
る
こ
と
」
を
合
言
葉
に
「
地

域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
」
に

と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。
各
支

部
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」

に
対
応
す
る
事
業
と
し
て
、
小

規
模
多
機
能
居
宅
介
護
な
ど
を

あ
げ
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
な
ど
の
住
宅
事
業
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
性
を
増
し

て
い
る
と
し
て
24
時
間
対
応
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

（
社
保
委
員
長
　
西
田
　
英
明
）

戦
後
戦
後
70
年
を
迎
え
て

年
を
迎
え
て 

戦
後
70
年
を
迎
え
て 

「
平
和
」
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

私
に
と
っ
て
「
平
和
」
と
は
、

日
々
の
生
活
の
中
で
、
あ
ま
り

に
当
た
り
前
す
ぎ
て
、
思
い
出

す
こ
と
も
な
い
こ
と
。
毎
年
８

月
の
終
戦
記
念
日
が
近
く
な
る

と
思
い
出
す
こ
と
。

皆
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？

戦
後
70
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
今
、
国
会
で
審
議
さ
れ

て
い
る
「
戦
争
法
案
」
に
よ
り
、

こ
の
当
た
り
前
の
幸
せ
「
平
和

な
日
本
」
が
「
戦
争
の
で
き
る

国
」
へ
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
政
府
は
憲
法
９
条
の
定
め

た
「
戦
争
の
放
棄
」「
戦
力
の

不
保
持
」「
交
戦
権
の
否
認
」

と
い
う
平
和
三
原
則
の
解
釈
を

変
更
し
、
国
防
軍
の
創
設
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
な
ど

を
お
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。戦

後
70
年
、
戦
争
を
し
な
い

で
き
た
と
い
う
事
実
を
否
定

し
、
軍
隊
を
持
つ
ほ
う
が
平
和

を
継
続
で
き
る
と
い
え
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
国
際
貢
献
に

つ
い
て
も
、
政
府
の
い
う
軍
事

力
や
武
力
が
本
当
に
必
要
な
の

で
し
ょ
う
か
。
開
発
援
助
・
復

興
支
援
・
災
害
援
助
な
ど
日
本

が
得
意
と
す
る
分
野
で
、
国
際

貢
献
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

さ
き
の
戦
争
を
知
ら
な
い
こ

と
で
「
戦
争
法
案
」
に
つ
い
て
、

ど
こ
か
他
人
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
自
分
と
は
関
係
の

な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
日
本
人
が
テ
ロ
の
標
的
に

な
る
、
軍
事
費
増
大
に
よ
る
増

税
・
社
会
保
障
費
削
減
、
徴
兵

制
導
入
な
ど
、
他
人
事
で
は
す

ま
な
い
未
来
を
。
今
私
た
ち
が

ど
う
行
動
す
る
か
に
よ
っ
て
、

日
本
の
未
来
が
変
わ
り
ま
す
。

「
平
和
な
日
本
」
を
守
り
ま

し
ょ
う
。
子
供
た
ち
に
残
し
ま

し
ょ
う
。

北
毛
保
健
生
活
協
同
組
合
で

は
６
月
20
日
に
行
わ
れ
た
通
常

総
代
会
に
お
い
て
、
戦
争
法
案

に
反
対
す
る
特
別
決
議
を
い
た

し
ま
し
た
。

（
健
診
科
　
篠
田
　
里
佳
）

医
療
・
介
護
の
改
悪
と

医
療
福
祉
生
協
の
取
り
組
み

2015年平和映画会のお知らせ

ソ満国境15歳の夏
■と　き ８月11日（火）
■ところ 渋川市民会館　大ホール
■じかん ①午後２時30分　②午後６時30分

昼夜２回
（開場は30分前からです）

■入場料 大人1,000円
高校生以下800円

■主　催 北毛保健生活協同組合
（24－2141）

生活協同組合コープぐんま
（24－5312）

渋川北群馬民主商工会
（22－1482）

組合員文化作品展のお知らせ
日　時：８月11日（火）正午～８月12日（水）午前11時終了、搬出
場　所：渋川市民会館　　小ホール
作　品：①製作品　②絵画　③写真　④短歌・俳句　⑤書道

⑥その他展示可能な作品
募集要項：北毛保健生協組合員、１人３点まで
申し込み受付：支部ごとに７月１日～７月31日まで
問い合わせ：北毛保健生協 事務局 電話：24-2141

半田支部ウォーキン
グ班会での星野さん
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抗
生
物
質
を
め
ぐ
る
医
者
の
考
え

内
　
科
　
飯
　
島
　
研
　
史

外
来
な
ど
の
診
療
を
し
て
い

て
、
患
者
さ
ん
か
ら
「
抗
生
物

質
を
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

実
は
危
険
な
こ
と
で
す
。

「
抗
生
物
質
」
と
は
、
簡
単

に
言
う
と
「
細
菌
の
増
殖
を
抑

え
る
薬
」
の
こ
と
で
す
（
正
確

に
は
、「
抗
生
物
質
」
の
中
に

は
、「
抗
菌
薬
」「
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
」「
抗
真
菌
薬
」
な
ど
が
あ

る
）。抗菌

薬
に
は
様
々
な
種
類
が

あ
り
、
効
果
が
あ
る
細
菌
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。
と
は
言
っ
て

も
、「
こ
の
細
菌
に
は
こ
の
薬
」

と
い
う
対
応
で
は
な
く
、「
こ

の
薬
は
こ
れ
と
こ
れ
と
こ
れ
の

細
菌
に
効
く
」
と
い
う
具
合
で

す
。
逆
に
言
え
ば
、
退
治
し
た

い
菌
に
ち
ゃ
ん
と
効
く
抗
生
物

質
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

飲
み
薬
と
し
て
服
用
さ
れ
た

抗
生
物
質
は
、
腸
で
吸
収
さ
れ

て
血
液
の
中
に
入
り
、
全
身
を

巡
っ
て
体
中
に
作
用
し
ま
す
。

注
射
や
点
滴
の
場
合
も
血
液
に

乗
っ
て
全
身
に
作
用
し
ま
す
。

従
っ
て
、
例
え
ば
肺
炎
の
治
療

の
た
め
に
使
っ
た
抗
生
物
質

も
、
肺
だ
け
で
な
く
全
身
に
作

用
し
て
い
ま
す
。
人
体
に
は

様
々
な
細
菌
が
生
息
し
て
お

り
、
こ
れ
を
「
常
在
菌
」
と
呼

び
ま
す
が
、
抗
生
物
質
は
こ
の

常
在
菌
に
も
作
用
し
、
殺
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
腸
の
中
に
は
大
腸
菌
を
始

め
と
し
た
多
く
の
菌
が
住
ん
で

お
り
、
抗
生
物
質
に
よ
っ
て
腸

内
細
菌
が
死
ん
で
し
ま
い
下
痢

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
耐
性
菌
の
問
題
も
無

視
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
Ａ
と
い
う
抗
生
物
質
の

使
用
に
よ
り
、
Ａ
に
弱
い
菌
が

死
滅
し
ま
す
。
た
だ
し
、
細
菌

は
少
し
ず
つ
性
質
が
変
化
す
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
、
Ａ
抗
生
物

質
を
使
う
事
で
「
Ａ
抗
生
物
質

が
効
き
に
く
い
細
菌
」
だ
け
が

生
き
残
り
、
そ
れ
が
増
え
て
い

っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。抗

生
物
質
が
効
か
な
い
菌
の

こ
と
を
耐
性
菌
と
呼
び
ま
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
抗
生

物
質
が
使
わ
れ
る
こ
と
で
、
体

内
に
耐
性
菌
が
増
え
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
感
染
症

は
常
在
菌
に
よ
る
も
の
も
多
い

（
肺
炎
は
主
に
口
の
中
の
常
在

菌
、
尿
路
感
染
症
は
主
に
腸
や

便
の
中
の
常
在
菌
、
胆
嚢
炎
は

腸
の
中
の
常
在
菌
に
よ
る
も
の

が
多
い
）
た
め
、
常
在
菌
の
耐

性
化
は
、
将
来
の
自
身
の
感
染

症
を
治
し
に
く
く
す
る
、
危
険

な
状
況
で
す
。

抗
生
物
質
が
乱
用
さ
れ
た
ア

メ
リ
カ
な
ど
で
は
耐
性
菌
の
問

題
が
か
な
り
深
刻
で
す
が
、
日

本
で
も
耐
性
菌
は
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

実
際
、
北
毛
病
院
で
も
、
複

数
の
抗
生
物
質
が
効
か
な
い

「
多
剤
耐
性
菌
」
が
検
出
さ
れ

る
事
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
私
た
ち
医

者
は
、「
こ
の
患
者
さ
ん
に
は

抗
生
物
質
が
本
当
に
必
要
な
の

か
」
を
慎
重
に
判
断
し
、
不
要

な
場
合
は
で
き
る
だ
け
抗
生
物

質
を
使
い
た
く
な
い
の
で
す
。

「
か
ぜ
」
は
そ
の
原
因
の
ほ
と

ん
ど
が
ウ
イ
ル
ス
な
の
で
、
抗

生
物
質
が
必
要
な
事
は
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
し
「
百
害
あ
っ
て
一

利
な
し
」
と
い
う
言
葉
が
ま
さ

に
ぴ
っ
た
り
な
の
で
す
。
ま
た

抗
生
物
質
が
必
要
な
場
合
に
も

「
ど
の
抗
生
物
質
が
、
こ
の
患

者
さ
ん
の
今
の
状
況
で
ベ
ス
ト

か
」
を
判
断
し
て
抗
生
物
質
を

選
ん
で
い
ま
す
。
で
す
の
で

「
以
前
に
も
ら
っ
た
薬
を
今
回

も
飲
む
」
と
か
、「
他
の
人
が

も
ら
っ
た
薬
を
飲
む
」
と
い
う

こ
と
は
ぜ
ひ
控
え
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

病　　　　　　　　院 診療所

内  科 小 児 科 外  科 神 経 科 皮膚科 内  科

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午前

月

橋本
吉野
片田
有馬

木村
生方（予約） 福江 福江

（5:30～6:30）
大島

消化器＝根本 （大島） 鈴木 休診 休診 生方

火

飯島
生方
有馬

糖尿病＝下村
糖尿病＝錦戸

有馬
甲状腺＝桑原
（第2・3・4）
喘息＝古賀

循環器＝船田（第2・4）

医師交代 休診 助川
大腸肛門＝大島 手術日 八代

鈴木 八代 休診
橋本

甲状腺＝桑原
（第1午後）

水

橋本
吉野
宇敷
有馬

糖尿病＝生方

有馬
久保

甲状腺＝桑原
（第1夜間）
禁煙＝吉野（夜間）

福江

福江
（5:30～6:30）

予防接種
（3:00～5:00）

小暮
消化器＝根本 （大島） 鈴木 鈴木 山田 小林

木

飯島
橋本
有馬

鈴木伸（第2）
糖尿病＝小澤
循環器＝戸田

橋爪
整形

（6:30～ 7:00）
高血圧

（夜間 第１・２）

医師交代 休診

大島
安藤

（第1・3・5）
大腸肛門＝助川
（第2・4）

橋爪
まき爪 =根本
（夜間）

鈴木 休診 休診 生方

金
吉野
片田
有馬

喘息＝齋藤 医師交代

福江
（5:30～6:30）

予防接種
（2:00～4:00）

小暮 小暮
肝胆膵＝小暮 八代

八代
けいれん＝柄沢
（第1）

休診 飯島

土

吉野
飯島

木村（第1･3･5）
桑原（第2･4）
有馬

整形＝医師交代
循環器＝船田（第1･3･5）
糖尿病＝橋本（第1･3）

休診 福江 休診 助川
消化器＝根本 休診 鈴木 休診 休診 小林

北毛保健生協外来医師診療表（2015 年 6月～） 北毛病院 (24)1234    北毛診療所 (24)2818 

専門外来診療

喘 息 外 来 火曜日：午後、金曜日：午後 病 院

整 形 外 来 木曜日：夜間、土曜日：午前 病 院

糖 尿 病 外 来 火・水・木・土曜日：午前 病 院

甲 状 腺 外 来

第1水曜日：夜間
病 院

第2･3･4火曜日：午後

第1火曜日：午後 診療所

循 環 器 外 来
第1･3･5土曜日：午前  
第 2･4火曜日：午後
木曜日：午前

病 院

消 化 器 外 来 月 ･水 ･土曜日：午前 病 院

大腸肛門外来 火・木曜日：午前 病 院

高 血 圧 外 来 第１・２木曜日：夜間 病 院

けいれん外来 第1金曜日：午後 病 院

肝･胆･膵外来 金曜日：午後 病 院

禁 煙 外 来 水曜日：夜間 病 院

ま き 爪 外 来 木曜日：夜間 病 院

小 児 予 防
接 種 外 来 水・金曜日：午後 病 院

（注）・ 受 付時間 (AM8:30 ～ 12:00、PM1:00 ～
5:00、夜間PM6:00～ 6:30)

　　・ 月曜日午後の生方医師の診療はPM2:30開始、
受付はPM4:30までとなります。

　　・ 外科の火曜午前受付は AM11:30 までとなり
ます。

　　　 外科の午後は検査 ･手術等のため休診となる場
合があります。

　　　事前にお問い合わせください。
　　・ 専門外来は予約のみの診療、初診予約不可の場

合があります。
　　　事前にお問い合わせください。
　　・ 金曜日午後の内科は急患のみの対応となります。

事前にお問い合わせください。

お
詫
び
と
訂
正

「
く
ら
し
と
医
療
」
６
月
号
（
第
４
５
８
号
）
の
２
面
、
加
入
・
増
資
の
記
事
に
て
氏

名
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

豊
秋
支
部
「
島
田
優
」
さ
ん
と
表
記
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
島
田
勝
」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

機
関
紙
編
集
委
員
会

〔
子
持
〕

羽
　
鳥
　
国
　
雄
　
中
　
郷

丸
　
山
　
好
　
子
　
横
　
堀

峯
　
岸
　
高
　
二
　
吹
　
屋

諸
　
田
　
芳
　
子
　
　
〃

山
　
下
　
健
　
平
　
　
〃

〔
赤
城
〕

狩
　
野
　
シ
ゲ
子
　
津
久
田

関
　
口
　
養
　
作
　
上
三
原
田

宮
　
内
　
政
　
己
　
三
原
田

〔
吉
岡
〕

高
　
橋
　
と
も
子
　
下
野
田

高
　
橋
　
八
十
二
　
　
〃

塚
　
田
　
敏
　
子
　
上
野
田

〔
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2015年総代班長研修会のお知らせ
開催日時：2015年８月28日（金）午後２時から

29日（土）正午
会　　場：渋川市伊香保町伊香保396-20 ホテル天坊
対　　象：総代、班長、職場責任者、役員等
テーマ『生協を大きく強く、そして新たな支部づくり』
※当日会場までの交通手段は支部単位若しくは各自で
お願いいたします。

問い合わせ　24-2141（生協事務局）

▲22名の新入職員が加わり、18名が歓迎会に参加

2015年度新入職員歓迎会

６ アネーリ渋川にて 
26

アネーリ渋川にて 
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無料法律相談 毎月第１月曜日 午後７時～ 渋川民商事務所（金井本町）に於いて 顧問弁護士による無料法律相談を行っています。お問い合わせは122-1482

職員募集 職員募集 職員募集 

ご連絡の上、履歴書をお送りください。 
（連絡先） 
　渋川市有馬237-1 
　北毛保健生活協同組合 
　総務部　鈴木まで 
　　　　　TEL 0279-24-1234

医　　　師 

看護師（正・准） 

薬　剤　師 

介護福祉士 

言語聴覚士 

理学療法士 

作業療法士 

保　育　士 

常勤・パート 

夜勤可能な方歓迎 

常勤・パート 

常勤・パート 

常勤 

常勤（2016卒業予定者・既卒） 

常勤（　　　　  〃  　　　　） 

パート 

 

私も 
配って 
ます 

私も 
配って 
ます 

母
が
20
年
前
配
布
を
し
て
い

て
、
北
毛
保
健
生
協
40
周
年
で

表
彰
を
さ
れ
た
記
念
品
の
壺
を

今
で
も
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
14

年
前
に
そ
の
母
が
、
支
援
セ
ン

市
街
地
支
部

宮
嶋
　
國
利
さ
ん

¡
配
布
者
さ
ん
紹
介
¡

タ
ー
の
お
世
話
に
な
り
、
自
身

も
外
科
の
大
島
Ｄ
ｒ
に
か
か
り

命
び
ろ
い
を
し
た
縁
も
あ
っ
て

２
年
前
か
ら
配
布
を
始
め
ま
し

た
。
24
部
を
配
り
、
出
来
る
限

り
声
を
か
け
て
配
る
様
に
し
て

い
ま
す
が
、
な
か
な
か
会
え
な

い
の
が
残
念
で
す
。

代
筆
組
織
部
　
佐
藤

明

６ 月 班 会 開 催 一 覧
支部名 班　名 人数 班　会　内　容

八木原 北合同
南合同

3
11

レインボー体操
レインボー体操

豊　秋
西浦
畑中
中村前田

8
8
5

ハーモニカ、笑いケア
便潜血検査
ヘルシークッキング

吉　岡
コスモス
合同
わくわく

11
8
7

シナプソロジー
ダンベル体操
ぬいぐるみづくり

半　田 ものづくり 8 文化作品展にむけ作品づくり

有　馬
五輪平
南有馬
上有馬神戸

9
5
9

便潜血検査、口腔体操
シナプソロジー
防災ダム　ウォーキング

子　持 けやき 9 脳いきいき5回目
榛　東 合同 3 社会福祉協議会見学
金　島 西貝戸 4 シナプソロジー
赤　城 合同 7 環境学習
小野上 合同 6 シナプソロジー
その他 あおば薬局 21 介護用品説明、認知症について

班
会
特
集

2015年　第13回支部交流グラウンドゴルフ大会

WHO世界禁煙デー
５月28日、吉岡ケイマンゴルフ場グラウンドゴルフコー

スと吉岡緑地公園特設コースにおいて支部交流グラウンド
ゴルフ大会が開催されました。当日は選手198名と実行委
員・職員合わせ合計214名が参加して行われました。

【順位】
・優勝　吉岡Ａチーム
・２位　有馬Ａチーム
・３位　八木原Ａチーム
・４位　吉岡Ｃチーム
・５位　吉岡Ｂチーム
※３位以内の同一支部か
らの順位は繰り下げとな
っています。

あじさいの花も色あざやかになり、見頃を迎えた有馬会

館で、昨年度金島支部の新組合員になられた方の歓迎会が

開かれました。今回で９回目となり、10名の新組合員をお
迎えしました。和やかに食事をした後、北毛保健生協の施

設見学へ、まずは新病院、その後介護センター、坂下の診

療所、老健といろいろ説明して頂き、組合員１人ひとりの

力が集結して大きな素晴らしい施設となった

ことが心強く思いました。職員も明るく元気

で安心感が伝わります。人との出会いが広が

ってこれからの励みとなり大切な会となりま

した。 （金島支部　峯　真理子）

金島支部ウェルカムパーティー

北毛デイサービスでテナーサックス奏者、森村恭一郎
さん（伊勢崎市連取町出身）の演奏が行われました。
サックスだけでなくオカリナ、ハーモニカ、サックス

など６つの楽器で、『おぼろ月夜』・『さざんかの宿』・
『上を向いて歩こう』など歌謡曲を中心に演奏され、30名
の利用者様はゴージャスなひとときを楽しみました。
森村さんは７月15日（水）に行われる北毛デイサービ

スでの納涼祭でも演奏する予定です。
★北毛デイサービスではボランティアさん、利用者様
も募集中です。お気軽に見学やお試し利用においで
ください。
電話：0279-23-1165（唐澤まで）

親睦を深めた日帰りの旅

八木原支部

北毛デイサービスで楽器のアラカルト

６／10 榛東合同班会
社協の施設を見学

６／22 上有馬神戸班会
茂沢ダムまでウォーキング

６／10 赤城支部合同班会
スラグを実際に確認

６／18 あおば薬局班会
認知症、介護用品の説明

６／10 佐藤ときさん宅で小班会

６／25 中村前田班　低カロリ
ーのおいしいランチづくり

６月16日、八木原支部の懇親旅行。バスは約１時間で
老神温泉観山荘に到着、まず温泉につかりさっぱりして
からにぎやかに宴会が始まりました。お酒も入り、カラ
オケで盛り上が
り、あっという
間に時間が過ぎ
ました。帰りは
「誉国光」の酒蔵
で試飲をし、買
い物を楽しみ無
事帰着。楽しい
一日でした。 老神温泉　16人参加

6
2

群馬民医連　医療生協　大学習会
今こそ憲法を知りましょう

～憲法カフェの提案～

日時：2015年7月18日（土） 14：30～16：30
会場：前橋問屋センター　華の間　
講師：村越芳美　弁護士
（明日の自由を守る若手弁護士の会）

t新組合員を迎え自己紹介
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